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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成26年2月6日(2014.2.6)

【公表番号】特表2013-514440(P2013-514440A)
【公表日】平成25年4月25日(2013.4.25)
【年通号数】公開・登録公報2013-020
【出願番号】特願2012-544703(P2012-544703)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｆ   2/34     (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ   4/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ  10/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｆ   2/34    　　　　
   Ｃ０８Ｆ   4/00    　　　　
   Ｃ０８Ｆ  10/02    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成25年12月12日(2013.12.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　エチレン系ポリマーを形成するための高圧重合法であって、
　Ａ．エチレンを含み、任意で連鎖移動剤システム（ＣＴＡシステム）を含む第１供給を
第１オートクレーブ反応器帯に投入し、第１帯反応生成物を生産する重合条件で操作する
段階であって、前記第１反応器帯の前記ＣＴＡシステムが移動活性Ｚ１を有する段階；な
らびに
　Ｂ．（１）前記第１帯反応生成物の少なくとも一部を、第２オートクレーブ反応器帯ま
たは管型反応器帯から選択される第２反応器帯に移動させ、重合条件で操作する段階、な
らびに
　　（２）前記第２反応器帯が移動活性Ｚ２を有するＣＴＡシステムを含むという条件で
、第２供給を前記第２反応器帯に新たに投入し、第２帯反応生成物を生産する段階
を、Ｚ１／Ｚ２の比率が１未満であるという条件で含む方法。
【請求項２】
　（ｉ番目－１）反応帯から（ｉ番目）反応帯で生産された帯反応生成物を移動する１ま
たはそれ以上の段階であって、式中、３≦ｉ≦ｎおよびｎ≧３であり、各帯が重合条件で
操作する段階、ならびに、全ｉ＜ｎおよびＺ１＜ＺｎではＺ１／Ｚｉ比≦１という条件で
、ＣＴＡシステムを含む（ｉ番目）供給を（ｉ番目）反応帯に任意で添加する段階であっ
て、前記（ｉ番目）反応帯のＣＴＡシステムがＺｉの移動活性を有する段階をさらに含む
、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　下記の特性：（１）センチニュートンで（８．１ｘ（メルトインデックス）－０．９８

）以下の溶融弾性、３ｇ／１０分より大きいメルトインデックス、および０．９２６から
０．９３５ｇ／ｃｍ３の密度を含むエチレン系ポリマー。
【請求項４】
　請求項３に記載のエチレン系ポリマーを含む組成物。
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【請求項５】
　請求項４に記載の組成物から形成される少なくとも１つの構成要素を含む製品。

 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１５３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１５３】
生成物サンプリング
　ポリマーのレオロジー結果を測定するために試料を採取し、１つの試料（１ｂ）は押出
被覆およびインフレーションフィルム評価のため採取する。結果は表１に報告する。
【表３】

本発明実施例２：補給ＭＥＫ（ＣＴＡ）はオートクレーブ底反応帯に送られる。
反応器圧：２４５０バール
オートクレーブ滞留時間：５５秒
管滞留時間：８０秒
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１５５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１５５】
　メチルエチルケトン（ＭＥＫ）は連鎖移動剤として使用される。再利用ＭＥＫ（反応器
の部分変換後、低圧再利用区分の部分濃縮およびまたは部分パージ）は両反応器のエチレ
ン供給流および両ＡＣ反応帯に等しく分けられる。新たな補給ＭＥＫ（ＭＩを制御するた
めにＭＥＫ濃度を維持する）はオートクレーブ底帯に送られるエチレン供給流に供給され
る。
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